
 

 

 

 

 

 

「STEAM教育」推進研究                                調査・研究 

教育センターでは、子どもたちが新しい時代を築き、生き抜くうえで必要となる創造力や問題解決力を育む「STEAM

教育」推進の調査・研究を進めています。協力校である、上小阪中学校と義務教育学校くすは縄手南校（後期課程）

では、総合的な学習の時間を軸に、探究的で教科等横断的な視点を取り入れた学びに取り組んできました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学びの集大成を発信！ 
１月 27日（土）にイコーラムで開催された本市の「教育フォーラム」にて、今年度の STEAM教育の取組みについ

て、全体概要や２校の実践の報告を行いました。主体的に学びを進める生徒の姿や、その学びの伴走者として寄り添

ってきた教職員の言葉から、探究的に学びを進めることの重要性を発信することができました。また、委託先事業者

が主催する「学びの協奏コンテスト」に応募したところ、選考に選ばれた２校の生徒たちによる実践がホームページ

上で公表されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終選考に選ばれた上小阪中学校の生徒のグループは、２月17日（土）、立命館大学の特設会場にてプレゼンテー

ションを行います。これまでの学びの集大成としてのプレゼンとなることでしょう。 
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発行 東大阪市教育センター 

「探究」と「対話」 
「トライ＆エラー」 

★最終選考★  上小阪中学校「SYUPS」グループ   『どうしてかばんは重たいの？』 
☆奨励賞☆   くすは縄手南校「flowers」グループ 『東大阪をいい香りの街に！』 
         くすは縄手南校「だいこんラグビー部」グループ  

『東大阪の新たなご当地グルメ“瓢箪山カステラを発信』 

上小阪中学校「spde」グループ  『障がいのある人が暮らしやすい社会を目指すプロジェクト』 

上小阪中学校「マリトッツォってなんなん？」グループ  『みんなで遊べるスポーツ』 

※ 詳細は、上部の二次元コード先のホームページよりご覧ください。 

≪上小阪中学校≫ 「インクルーシブ社会の実現へ！」 
上小阪中学校の１年生は、インクルーシブ社会の実現に向け、様々な人と出会い、友だちと対話し協働しなが

ら、自分たちのアイデアを形にしてきました。その成果を令和５年 12月 14日に行われた「発明交流会」で交流

しました。発明交流会では、取組みを通してお世話になった方や、地域の方が多く参加してくださり、会場は大

いににぎわいました。子どもたちは、インクルーシブ社会の実現に向けて、誰もが一緒に楽しめるようにと、自

分たちで考えた視覚や聴覚を使わなくても楽しめる遊びの体験等、実際に参加者が体験できるブースを多く展開

しました。また、聴覚を使わなくても起床できるベッドのプロトタイ 

プを作成する等、参加者に自分たちのアイデアが伝わるように、多く 

の工夫がなされていました。各ブースには、その場で参加者のフィー 

ドバックがもらえるよう付箋も用意されていて、新たな発見や考えの 

深まりなどを感じることができました。 
 

≪義務教育学校くすは縄手南校（後期課程）≫「東大阪の魅力を再発見！」 
 義務教育学校くすは縄手南校（後期課程）８年生は、『やっぱ東大阪好きやねん！うちら 

の地域の特色や課題を見直して、世界に発信しよう！』をテーマに学習を進めてきました。 

「東大阪をいい香りにしてみんなをハッピーにしたい！」と、専門家から学んだ知識を活か 

してアロマミストを作成したり、「東大阪の新名物をつくって観光客を笑顔にしよう！」と、 

３Dプリンターで型を作成し、「ラグビーボール型たこ焼き」を試作する等、自分たちのまち 

の魅力を再発見し、仲間と協働し、試行錯誤を重ねながら取り組んでいます。 

２月２日（金）には、自分たちのアイデアを発信する場「STEAM DAY」として、同校 

６年生及び来場された保護者や地域の方々に向け、公開発表会を行う予定です。 



 

「よい学校とは！？」ー教職員のベクトルを合わせるー   学びの環境づくり推進研修 

 「学びの環境づくり推進研修」は、学校園内での研修を充実させる

ことを目標として、学校園内での研修を推進する立場にある先生方を

対象に、今年度から新たに実施した研修です。今回は、「これからの教

師に必要な学びと校園内研修のあり方について」をテーマに京都大学

大学院 教育学研究科 石井英真 准教授にご講義いただきました。 

 研修では、石井先生から受講者の先生方に対して「『よい学校』とは

どのような学校か」という問いかけがありました。中学校ブロックで

のグループの話し合いを通して、子どもの姿を中心に、何が大切なのかというビジョンを共有できる時間となりまし

た。同時に、学校園の教職員で方向性を合わせることの大切さや、「材」（教材・題材・学習材）を介して教師と子ど

も、子どもと子どもが向かい合い、ともに材に挑む協働注視の関係性が子どもの主体的な学びをつくっていくこと等、

多くのご示唆をいただきました。 

 

３学期が始まりました                     教育支援センター（ふれあいルーム） 

 1月９日（火）、ふれあいルームの３学期がスタートしました。いつもより多くの

ルーム生が登室し、にぎやかな１日になりました。終わりの会のトークタイムでは

「冬休みの思い出」をお題に、どんな冬休みだったかをみんなで楽しく話しました。 

ふれあいルームでは、学期の「初日」や「最終日」に、いつもより多くのルーム

生が登室します。節目となる日が子どもたちの背中を「そっと押すタイミング」に

なっているようです。ふれあいルームでは日常の活動を大切にしながら、こうした

タイミングを生かすことができるような活動を企画しています。学期末のお楽しみ

会では集団で楽しむことができるような音楽活動や調理実習を取り入れ、学期の始

まりには書初めなど、じっくりと自分

のペースですすめられるような活動を

実施しています。３学期は子どもたち

にとって卒業や進級、新しい進路など、

大きな変化を控えた大切な時期になり

ます。ふれあいルームでは、学校と連

携を図って子どもたちをサポートして

いきます。 

≪ 受講者のふりかえり ≫ 

・子どもあっての学校園であることから、「子どもの姿を動詞で見る」ということ、またその姿から子どもの学

びを見極めたり、その先をイメージできているだろうか…と考える機会となりました。課題となっている姿を

とらえ、自分ごととして問題意識がもてるように、子ども理解をすすめていくとともに、教材研究を深め、子

どもの姿と照らし合わせながら、保育を進めていきたいと思います。 

・子どもたちに知的・文化的・パブリックな世界を保障することが学力保障、ということが一番印象に残りまし

た。頭の中でぼんやりしていたものが、スッキリ姿が見えたような気持ちでした。一人ひとりの教員がこのこ

とをはっきりと持っているだけで、学校全体の空気も変わると思いました。 

・生徒の学びと職員の学びは両輪、「こんな子どもの姿を見たよ」を共有し、職員の持つ「願い」、子どもの姿で

勝負できる学校か、（指導案を作成するとき）手法だけになっていないか、子ども理解と教材観は削ってはい

けない…など、わかってはいてもハッとする投げかけやキーワードがたくさんちりばめられていました。「い

かに材に出会わせて、没入させて、もっと学びをくれ！の状態にさせるのか」とおっしゃっていましたが、研

修の中盤くらいから、私が「もっとくれ！」状態になっていました。 


